










ほ細そ Tこt乙 ひ さ し氏名・(本籍) 谷 比左志
学位の種類 医 企寸主こ与. 博 士
学位記番号 第 923 9 1Eヨ3 
学位授与の日付 平成 2 年 5 月 14 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 マイクロウェーブ凝固装置による角膜屈折矯正手術
論文審査委員 教(主査授) 真鍋 示豊三











角膜を熱凝固して角膜内皮に影響がないかを観察した。角膜を点眼麻酔後， 8 ， 12 ， 16 ， 20 ワ
ットの 4 種類の条件をおのおの 0.5秒と 1秒間で，合計 8種類の条件下で，マイクロウェーブ凝固装置
にて熱凝固した。凝固直後に家兎を屠殺し眼球を摘出した。摘出眼球を 2.5 労クルターノレアルデヒドに
て固定の後，角膜内皮の変化の有無を走査型電子顕微鏡花て観察した。
実験の結果， 1 秒 1 6 ワットまでの条件下では，角膜内皮への影響は全く観察されなかったが， 1 秒
2 0 ワットでは，角膜内蹴田胞聞の間際の拡大が観察された。この実験結果を踏まえ，以後の実験では，




にしかも連続的につないで凝固するのが最も効果的である乙とがわかった。凝固円の直径を 3 .4. 5. 
7mmの 4種類，おのおの 4 羽ずつ凝固した。凝固は必ず片眼にのみ行い，僚眼は成長による角膜曲率の
変化の影響を除くためのコントロール眼とした。凝固直前と凝固 1 カ月後'c ，フォトケラトスコピー
(Photokeratoscopy) を施行し得られたフォトケラトスコピー像からコンビューター画像解析シス
テムを用いて，角膜形状を解析した。
その結果，直径 3mm群で、は凝固後 1 カ月で， 1 2.9 "'4 1.2 Dの角膜屈折力の増加を得た。 直径 4
mm群では， 6. 8 ,__, 1 5.6 D，直径 5mm群で;'j ， 1. 6""'4.55D，直径 7mm群では， 0.5 5"'" 2.25 
Dの増加が同様に凝固後 1 カ月で得られた。
③ 角膜形状の変化の長期間安定性の観察
その後， 3 カ月， 6 カ月， 1 年， 1 年 6 カ月後にもフォトケラトスコピーを施行し得られた像から角
膜背舛犬を解析した。 1年 6 カ月の長期にわたりこの角膜屈折力の増加値はずっと安定した値を保ち，術























(P K S) を凝固前，凝固後 1 カ月， 3 カ月， 6 カ月， 1 年， 1 年 6 カ月に施行し，得られたPKS像を
画像解析装置にて解析している。凝固による角膜屈折力の増加値は術後 1 年 6 カ月もの長期間安定した値
を保ち，オプテイカルゾーンの直径Dと角膜屈折力の増加値ムの聞には， log(ム) = 2. 1 7 7 -O.3 0 6 D 
の関係があることが示されている。
1 年 6 カ月以上経過した眼球を組織学的に検討したところ，凝固部位では，角膜実質は薄くなり，角膜
上皮が層数を増し厚くなり全体として薄くなっていることが示されている。コラーゲン鱗監の乱れは特iζ
見られていない。
以上の研究は，遠視の矯正方法の新しい方法として，内皮細胞への影響など副作用もなく，混濁も少な
く容易で， predictability も良好でかっ長期間安定した角膜屈折力の増加をもたらす優れた方法である
ことを示しており，非常に有用な研究であり，学位授与に値するものである。
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